
167

〈研 究 ノ ー ト〉

E.Rフ レイ ジア の逸 脱 論

西 川 知 亨

1は じめ に

エ ドワー ド ・フ ラ ン ク リ ン ・フ レ イ ジ ア(1894-1962)は 、 「黒 人 」「Pと して 初 め て ア メ

リ カ 社 会 学 会 劇 の 会 長(1948)に 選 任 さ れ た 人 物 で あ る 」3'。彼 は 、 シ カ ゴ学 派 の 「黄 金

時 代(theGoldenAge)」 、 つ ま りパ ー ク や バ ー ジ ェ ス と い っ た 巨 匠 た ち が 指 導 を お こ な っ

て い た 時 代 に シ カ ゴ大 学 で 博 士 号 を取 得 して い る 。 そ の 博 士 号 取 得 の 翌 年 、 博 士 論 文 の タ

イ トル と同 名 の 著 作 、 『シ カ ゴ の 黒 人 家 族 』(1932)が 出 版 され た 中 。 この 著 作 は 「シ カ ゴ

学 派 」 の エ ッセ ン ス で 詰 ま っ て お り、 エ ドワ ー ズ も指 摘 して い る よ う に 、 フ レ イ ジ ア が

「シ カ ゴ学 派 」に社 会 化 さ れ て い た 様 子 を うか が い 知 る こ とが で き る(Edwards1968:xii)。

フ レ イ ジ ア の 関 心 は 主 に 、 「人 種 と 文 化 接 触(RaceandCultureContacts)」 と 「家 族

(Family)」 に あ っ た と言 わ れ て い る(Odulnl951=1955:345-6;Edwards1968:vii-viii)。

フ レ イ ジ ア は 、 「黒 人 」 社 会 学 者 と して 、 黒 人 の 「逸 脱 」 行 為 な い し現 象 に 対 し て 果 敢 に

挑 戦 し て い っ た 。 た と え ば 、 黒 人 の 「少 年 非 行 」、 「家 族 遺 棄 」、 「私 生 児 」 と い っ た 現 象 で

あ る 〔9。犯 罪 学 理 論 を 概 観 して い る モ イ ヤ ー も指 摘 す る よ う に 、 フ レ イ ジ ア は 社 会 学 に も

犯 罪 学 に も多 くの 重 要 な 功 績 を 残 して い る(Moyer2001:108)。

た だ し 「黒 人 」 の 有 識 者 とい う こ と か ら 、 フ レ イ ジ ア に黒 人 の 「解 放 」 を 目 指 した 指 導

中 現在 、いわゆる 「学術」の世界 では 「アフ リカ系 アメリカ人」 と呼ばれるこ とが多いが、本稿で

はフレイジア にな らい、「黒人」 と呼称す る。

[Am

卿 アメ リカ社 会学 会の 当時の 名称は

encan Sociological Association] で あ る 。

[American

ゆ フ レ イ ジ ア の 詳 しい 経 歴 に つ い て は
、

American National Biography (1999)

Odum

等 を参照。

Sociological Society) だった。現 在の 名称は

(1950), Edwards (1968, 1974), Platt (1991),

中 『シカゴの黒人家族』の詳 しい紹介 については
、中野 ・西川(2002,2003)を 参照。

㈲ フレイジアは 「家族 遺棄」
、 「私 生児」 などを 「逸脱」現象 と して とらえる と同時に(「 逸脱」 と

いう タームは用いていないが)、 社 会解体 ない し家族解体 の指標 として用いてい るため、あ えてこの訳語 を

選定 した。
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者像 を 思 い 描 け ば 、 そ れ は 全 くの 期 待 はず れ に 終 わ る 、,実際 に は 、 フ レ イ ジア の1逸 脱li制

は 、 「黒 人」 の 研 究 者 に して は 保 守 志 向 で あ る と 言 え る1,た しか に フ レ イ ジア は 人 種 関 係

の 問 題 に 取 り組 ん だ1し か し彼 は 、iitな る 社 会 問 題rl勺な ア ブ ロー チ とか 、 「社 会 改 良iこ義 」

rl勺な ア プ ロ ー チ を とる こ と は拒 絶 して い る 、、フ レ イ ジ ア は 次 の よ う に 述 べ て い る.,

私 は何 よ りも 「1分を ・人の研 究 暫だ と思 っ てい る 私は 自分 を黒 入の指 尊 片とか、 人種 関係 の

指 導 κだ とは思 って い ない 私 は教育 の あ る大概 の黒 人の 道程 に横 たわ る陥 穽(か んせ い)と 思

われ る もの 、す な わ ち黒 人た ちの指導 者た る役割 を 呆た さ ざるを得 ない ように され るこ とを、 極

力 さけて きた ・般 に こ う した こ とは、 それ で なけれ ば知 的 業績 をあげ る ため に捧 げ られ た よ う

な 多 くの精 力 を使 うだ けで な く、黒 人につ い ての 知的 見解 をせ ま くし、 ときに は知的 歪み を も助

長す る よ うにな るの で あ るrl然 な こ とでは あ るが 、私 の教 育Lと 研究Lの 業績 の結 果と して、

私は ノく学 にお いて、 そ して おそ ら くは もっ とひ ろ く教 育 界にお いて も、あ る知的 指導性 を発拘iし

てい る と思'.♪てい る(OdUml951=1955:346)

こ う した 彼 の 見 解 の 背 後 に は 、 フ レ イ ジ ア

が そ の 多 く に 依 拠 して い る 、 シ カ ゴ 学 派 黄

金 時 代 の 巨 匠 ・パ ー クの 影 響 を 見 て 取 る こ

とが で き る 、2つ ま り、 シ カ ゴ 学 派 の 第 二田:

代 の パ ー ク ら に よ っ て 標 傍 さ れ た 「科 学R

義 」 へ の 信 仰 が 見 ら れ る.フ レ イ ジ ア 自身 、

パ ー ク は 「社 会 問 題(socialproblems)か

ら の ア プ ロ ー チ で は な く 、 科 学 と して の 社

会 学 的 ア プ ロ ー チ を 取 っ て い た とfllじ て い

た の で あ る(Edwardsl974:1m.

本 稿 は 、 フ レ イ ジ ア が1920年 代 の 「シ カ

ゴ サ ウ ス サ イ ド黒 人 コ ミュ ニ テ ィ」 で 見 ら

れ た 「逸 脱 」 に つ い て 描 い て い る 様j㌃ を 、

lll:構成 し な が ら 考 察 し て い く(地 図1)㌧.

フ レ イ ジ ア は 、 シ カ ゴ サ ウ ス サ イ ド黒 人 コ
地 図1

     MAP 
            OE 

 SOUTH SIDE 
NEGRO COMMUNITY 

    CHICAGO 
        1920

LEGEND 

CENSUS TRACT BOUNDARY 
SONS BOUNDARY 

RAILROAD PROPERTY

( I 1932 . 99)

1920年 シ カゴ サ ウ スサ イ ド黒人 コ ミュ

ニ テ ィの地 図

'「フ レ .fシ..'ブに よ れ は.こ の

σ)ζま,こ こiこ' ,1∴ノ、〔ノ)な カ・『C14)文 『fヒ、

し・つ 〔FrazierI932:661

シ カ ゴサ ウ ス サ イ ド黒 人 コ ミュニ テ でiが 分 析 対 象 と して 適 切 で あ る

生活 、 経 済 状 況 の 違 い の エ ・ソセ ン スが 詰 め 込 まれ て い る か ら で あ る と
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ミュニテ ィを扱った 『シカゴの黒人家族』(1932)に ついて、「本書のアプローチは、主に

3つ の点(factors)が かかわっている。生態学 的な もの、社会心理学的なもの、そ して社

会的組織(化)と 社会的コン トロールの研究である」(Frazierl932:256)と 述べている。

この言葉 を手がか りに して、フレイジアの人間生態学、社会的組織化、社会心理学の視点

が逸脱研究にどのように生かされているのかを見ていきたい。 これ らの視点は、初期 シカ

ゴ学派の重要 な調査方法 ない し理論である。 さらに、フレイジアは、その後、サザ ランド

(EdwinH.Sutherland)ら によって 「文化学習論」 として知 られるようになる視点も用

いている。それゆえ、フ レイジアの文化学習論の視点 も考察することが有益であると考え

られる。これ ら人間生態学、社会的組織化、社会心理学、文化学習論の各視点はお互いに

密接にかかわっているのだが、それぞれの視点の特徴 を見ていけば、「逸脱論」の流れの

なかでフレイジアの議論 を位置づ けることが可能になる。それに より、人間生態学 と個人

的 ドキュメン トの方法が、逸脱への理論的視点へ生かされてい く様子を知ることが出来る。

さらに、その ようなフレイジアの 「逸脱論」を通 して、黒 人社会学者であるフレイジアの

研究に対す る姿勢を多少な りとも知 ることが出来るであろ う。

2人 間生態学 ショウからフレイジアへ

それで はフ レイジアが一つの重要な基礎 に している人間生態学の方法 につ いて考察 して

い一つ。

フ レイジアは終始、社会 とはたんにばらばらの原子が寄 り集 まった ものではな く、一つ

の有機体であるという考えを持 ちつづけていた と言われる(Edwards1980:118)。 この

考え自体 はそれほど特徴 的ではないが、彼の人間生態学の方法には、この有機体の考え方

が よくあ らわれている。そ してこの人間生態学の方法は、フ レイジアの理論的枠組のなか

で、最 も特筆すべ きものであると言える。社会調査法の歴史を概観 したイース トホープに

よれば、人間生態学の方法は初期 シカゴ学派の 「スラッシャー、 ゾーボー、 ショウ とい う

3人 の調査研究者 によって展開 され」、「これ ら3人 のそれぞれが、パー クやバー ジェスに

よってつ くり出 された理論的概念を一層精緻 なものとし、それに経験的証明を与えたと言

える」 とい う(Easthope1974=1982:77)。1940年 にクインが人間生態学的方法を用いた

著作 を分類 して見せた ように(Quinn1940)、 人間生態学は多様な特質を持ってきた。多

様 な特質 を大 まかにまとめれば、「自然地域」の研究 と、時間的側面、空間的側面である。

ここでは、自然地域 における空間的側面 について主に焦点を当てて見てみ ようゆ。

「シカゴサ ウスサ イ ド黒人コ ミュニテ ィ」は、奴隷解放以降、南部か らの黒人大衆が移
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住 してきた結果出来上がったコミュニティである。 この コミュニティをフレイジアは 「自

然地域」 として とらえる。パー クの定義 にもあるように(Park1929=1986:22)、 自然地

域 とは社会的な計画によらずに形成された地域の ことである。フレイジアが随所で強調す

るように、 この コミュニティ内は決 して均質ではなか った。 この黒人コ ミュニティの内部

では、職業、教養、志な どが同 じような レベルにある人がそれぞれ凝離(segregate)し

て生活 していた。 ここでは、選択(selection)の プロセスが起 こっていたのである。 より

果敢で志やエネルギーに満 ちている人は、第二次移民定住地域(theareaofthesecond

immigrantsettlement)か 、 もしくは外国か らの移民 も混 じっているコスモポ リタン地域

に移動 していった。 しか しなが ら、人種の違 いか らこの黒人移動 のプロセスには大 きな抵

抗が ともなった。そのため、1920年 には黒人人口の大多数がサ ウスサイ ドに広がる地域 に

居住するようになった。 この意味で も、社会計画的でない、「自然地域」である。 シカゴ

にやって きた他の移民集団 と同 じく、黒人集団は都市の中心部に足がか りを獲得 した。 な

ぜな ら、この ような都市の中心部はよそ者が入って きて もあまり抵抗が起 こらないのであ

る。そ して黒人人口は、家賃が安い、中央 ビジネス地区の周囲の退廃地区に集中 した。 こ

の地区か ら黒人人口はレイクス トリー トに沿って西に広が り、ステイ トス トリー トに沿っ

て南に広がっていた。

この自然地域 としての 「シカゴサ ウスサ イ ド黒人コ ミュニティ」 を、フレイジアは7つ

のゾー ンに分けて分析す る。人間生態学の研 究者の クイ ンは、「都市構造の最 も特記すべ

き仮説 は、都市を5つ の同心円ゾー ンによって組織化 されたもの と見なす、バージェスの

ゾー ンごとの仮説である」 と述べている(Quinn1940:197)。 そのバージェス自身は、フ

レイジアの 『シカゴの黒人家族』の序文で、次の ように書いている。「この研究が果 た し

た貢献で、おそら く最 も多 くの注 目をあび、 もっ とも実践的 な重要性 を持 っている点 は、

シカゴのそれぞれの黒人の定住 ゾー ンを、家族の組織化 の相違 に対応 させ て区別 している

ところにある」(Burgess1932:xi)。 フレイジアは、『シカゴの黒人家族』のなかでは、

自然地域たるシカゴサウスサイ ド黒人 コミュニテ ィを、5つ の ゾー ンでな くて7つ の ゾー

ンに分 けて考察 している(Frazier1932:97-109)。 この7つ のゾー ン分割 は、1920年 の国

勢調査 をもとに している。各ゾー ンはそれぞれ南北約一マイル(約1609メ ー トル)だ が、

国勢調査の区画域が もとになっているため、必ず しも等 間隔ではない。

〔7,グレーザー も指摘 する ように、 シカ ゴ学派 にお ける時間の考 え方 も重要で ある(Glazer1966:

xv)。 フ レイジアの逸脱論の なか にも、生活の解体 と再組織 化、流動な どに時 間の概念 が見 られる。ただ し

この時間の側面 にかん しては、こ こで は詳 しくは取 り扱 わない。 なお、 人間生態学 の方法にお ける 自然地

域 の概 念、 時間的側面 、空 間的側面 をフ レイジアの著作 ほ ど総合 的に用 いたモ ノグラフは非常 に珍 しい。

この ことは、 フ レイジアの著作 において人間生態学 的方法 が一つ の結実を見た ことを意味 している。
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このゾー ン分析は、コ ミュニテ ィ内部で起 こっている分化の様子 を適切にとらえるため

にお こなったものであるといえる。その様子は、「グラジエ ン ト(gradient)」 によってあ

らわ される。「グラジエ ン ト」 とは、「優 占(dominance)」 の中心か ら離れ るに したが っ

て、 とある現象がだんだん と減った り、逆にだんだん と増えた りすることを意味 している

(Quinnl940:198)。 都市中心部 に近い第一 ゾー ンか ら、最南端の第七 ゾー ンに向かって

見てい くと、例えば、ムラー ト(混 血)の 占める割合、専門職 に就いている人の割合、持

ち家所有率は増加 してい く一方で、南部生 まれの人の割合、非識字率、犯罪率、「私生児」

の割合、非行率は減少 してい く(図1・ 図2・ 図3)。

この ような手法を、 フレイジアは逸脱研究に生か してい く。そ してフレイジアが シカゴ

学派の非行研究のパイオニア、C,R.シ ョウの方法 を踏襲 していることは、フ レイジアが

ショウの引用をお こなっている箇所か らも明 らかである(Frazier1932:204-6)。 他の都

市 と同様 に、シカゴの黒人の非行者数が増加 していることにかんして、 フレイジアはショ

ウか ら次の ような引用 をおこなっている。「白人のプロテス タン ト、彼 らのほとん どは現

地生 まれなのだが、シカゴが拡大 してい くプロセスのなかで、次第に非行率が高い退廃地

域か ら逃れる ように して移動 を続 けている。 一一方、黒 人は、経済的地位 が低 いために、

『ループ』の近 くの退廃地域 に移住 を続け る傾 向にある。それゆえ、この地域 に多 く住む

図1黒 人人ロの特性など 図2黒 人住民の職業など
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白人プロテス タン トとかな り入れ替わった。

裁判所に持 ち込まれた黒 人ケースの割合が

増加 しているのは、ある程度はこの人種集

団が住むことを強い られている地域の タイ

プのためであるといえるだろう」。非常に多

くの黒人大衆が都市で最初の足がか りを得

たループの近 くは、「(人種)構 成が 目に見

えて変化 した という事実があるにもかか わ

らず」(シ ョウ)、30年 に もわたって非行率

が高いのが特徴 であったのである。つま り

シ ョウは非行の背景 として、人種ではな く

その地域の特性を重要視 しているのである。

この考えは、アメ リカ黒人にはアフリカ時

代の影響 はない と考えるパー クの考え と一

致 している(cfEdwards1974:111)。

さらにシ ョウの非行研究は、黒 人コミュ

少年非行

成人の
犯罪

ゾーン1ゾ ーンIIゾ ーンlllゾ ーン阿 ゾーンVゾ ーンWゾ ーンW

(Frazier1932:152,189.210)

図3社 会解体の種々の指標

ニテ ィを様 々 な地区 ご とに見 てい くと、か な りの違 いがある とい うこ とを示 していた

(Frazierl932:206-9)。 ショウは、ループか ら放射状 に広がる幹線にそって、一マイルごと

の非行率の計算を行った。そのなかでショウは、黒人大衆が住んでいる地域を通 して、放射

状の通 りにそって非行率が減少 してい く様子 は、他の人種の場合 と似通っていることを見い

だしたのである。 フレイジアも脚注で述べているように、た しかにショウは黒人の非行率 を

計算 したわけではないが、ステイ トス トリー トに沿った非行率は、主に黒人の非行率 を表 し

ていると言える。 シカゴサ ウスサイ ド黒人コミュニテ ィを分析対象 に据えるフレイジアは、

7つ のゾー ンごとの黒人ケースの割合 を計算 してい く。すると、生活保護(救 済ケース)、

遺棄、私生児、その他家族ない し社会的な解体の指標のケースで見 られたのと同様に、やは

り非行率の場合にもかな り違いがあらわれた。さらに、南へ行 くにしたがって少年の非行率

が減少 してい く事実は、成人の犯罪率の減少 と並行 していたのである。

この人間生態学の方法は、フ レイジアの研究 において一つの重要 な基礎 をなしている。

ただ し、フ レイジア自身 も認めているように、人間生態学の方法だけでは限界がある。 フ

レイジア 自身 も述べ ているように、人間生態学の方法 は社会現象 を説明するもの というよ

りも、人口の中でのある 「要素」の 「選択 と凝離(selectionandsegregation)」 のプロセ

スを示唆するものである(Frazier1968:137)。 フレイジアは、「生態学的研究は社会学的
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研究に とって代わるものではな くて、人間の社会生活の補足的研究である」 と述べている

(Frazier1968:137)。 こうした ことか ら彼は、社会現象を理解するためには、人間生態学

による考察だけでな くて、社 会組織、 コミュニティの文化、そ してコ ミュニテ ィで暮 らす

人々の態度 も経験 的に調査することが必要であると考えたのである。こうして彼 は個 人的

ドキュメン トの方法などを中心 とした質的な調査 もおこなってい くのであ る。ただ し、そ

の場合 でも、人間生態学の視点が一つの基礎にあることを念頭 に置いてお く必要がある。

たとえば人間生態学の視点で明 らか になった空間的な 「分化」の様子 に対応 して、 ドキュ

メントの提示が なされてい くのである。

それでは、 人間生態学的方法 を一つの基礎に した個人的 ドキュメン トの方法が どのよう

に用いられているかに注意 しなが ら、「社会解体 ・組織化 と社会的 コン トロール」、「社会

心理学」、「文化学習論」の各側面について考察 していくことにしよう。

3社 会解体 ・組織化 と社会的 コン トロール

デュルケムに一つの端 を発す るコントロール理論によれば、慣習的社会秩序への絆が弱

まった り崩壊 した りす る と、人 々は 「解放」 されて犯罪 に走る ようになる とい う(cf.

LaFree1998=2002:96)。 デュルケムは、有名な 『自殺論』のなかで、「所属集団が弱まる

ほ ど人はその集団に頼 らな くな り、その結果 自分 自身だけに頼ることになり、 自分の私的

関心 に基づ くもの以外 の行動規則を認知 しな くなる」 と述べている(Durkheim【1897】

1952:209)o

このようなデュルケムの考 え方を、初期 シカゴ学派の研究者たちは 「社会解体論」 とし

て受け入れてい く。 トマス とズナニエ ッキは 『ヨーロッパ とアメリカにおけるポーラン ド

農民』第二巻のなかで、社会解体 を 「既存の社会的な行動 ルールが個 々の集団の成員に及

ぼす影響力の減退」 と定義 している(Thomas&Znaniecki[1918-20]1974:1128)。 フレ

イジアは、奴隷解放後の黒人家族の生活解体 と再組織化のプロセスを描いている。黒人家

族の生活解体の多 くは、その地域の社会解体 と密接に関連 していた。フ レイジアは、解体

した黒人家族が、再生(renewal)へ のプロセスをた どってい くことについて、バージェ

スか ら次の ような引用 をお こなっている。「解体が再組織化へ と向かい、よ り効果的な適

応(adjustment)を 生み出 している限 り、解体 は病的なものではな く、正常な もの として

考え られなくてはならない」(Frazierl932:84=Burgess1925:54=1972:56)。

それでは黒人家族に及ぼす コン トロールを喪失 していた様子 を、フレイジアの著作か ら

見ていこう。
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退廃地域

統計的手法 をもちいた人間生態学の視点によれば、様 々な種の逸脱が とくに多 く見 られ

たのは、第一ゾーン、第ニゾー ンとい う都市中心部に近い地域であった。それでは、第一

ゾー ン、 第ニ ゾー ンといった 「退廃地域」の様子 は一体 どの ようで あったのだろ うか

(Frazier1932:126-3,150-2)o

すでに見たように、南部か らの移民黒人が最初にシカゴでの足がか りを得たのは、都市

中心部であった。つ まり、ルー プの近 くの第一 ゾー ンである。 このゾー ンには、南部か ら

や ってきた貧 しい移民家族が多 く住 んでいた。そ して黒人たちが住んでいた家は、黒人が

住む家の中で も最 も条件の悪い家であった。 しか も、 自分の持ち家 に住 んでいる黒人は皆

無であった。

そ して1920年 以降、だんだん と産業 と工業がこの地域に侵食 してきた。 それにともなっ

て、多 くの黒 人たちは南方への移動 を余儀 なくされ、第ニ ゾー ンへ と侵入 していった。第

ニゾー ンは、 ミシガ ン、インディアナ、プレー リーアベニューといった、かつてはファッ

ショナブルな住居 ス トリー トがあったところである。そこでは白人た ちが、大 き くて、立

派で、華やか な住 まいに住んでいた。だが、貧 しい黒人たちが第一ゾー ンか ら侵入 して く

るに ともない、何百 ものみすぼ らしい家が、白人た ちの立派な家を取 り囲んでいった。そ

して、 ワバ ッシュ通 りに沿 った ところには極度に退廃 している地区があった。荒廃 した家

には家賃15セ ン トないし20セ ン トのベ ッド付 きの部屋の掲示がかかげ られ、空家にはボス

ターが貼 られたままになっていた。捨て られた建物 の間にはここか しこに自動車 トラ ック

の売 り場 もあった。その様子 は、この地域が変容 して退廃 してい くことを示 していた。ち

なみに退廃 がもっ と目についたのはステイ トス トリー トにそった地 区であった。た しかに

産業はここか しこに勃興 してお り、「秩序 と再生」は約束 されているように見 えなくもな

か った。 だが、 この地 区はや は り退廃 して いた。黒 人の ビリヤー ド場、靴磨 きの 「店

(parlors)」、料理店、が らくた屋、退廃 した空 きビル、安いユ ダヤ人の衣料店、新鮮 とは

いえない肉 を売る市場があった。そ して汚かったのはス トリー トばか りでな く、ここに立

ち並ぶ黒 人たちの家のなかもかな り汚かった。寝 るためのベ ッ ドす らかな り汚れていて、

しか も人が いっぱいでかな り込み入っていた。だが、窓 もかな り汚れていたため、そんな

様子 を外か らのぞき見ることはできなかった。

家族遺棄や私生 児、さ らに少年非行や成人の犯罪が多かったのはこの ような地域であ

る。
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流 動 性

さ らに 、 フ レ イ ジ ア は 、 退 廃 地 区 で 私 生 児 や 少 年 非 行 が 多 か っ た こ との 背 景 の 一 つ と し

て 、 黒 人 た ち の 移 動 の 激 し さ を 挙 げ て い る。 当 時 、黒 人 移 民 は 絶 え ず 移 動 を続 け て い た が 、

特 に こ の 退 廃 地 区 で は 流 動 が 激 しか っ た 。 な ぜ な ら、 少 しで も経 済 的 余 裕 の あ る 黒 人 は 、

こ の 退 廃 地 域 か ら逃 れ よ う と した か ら で あ る 。

フ レ イ ジ ア は 、 私 生 児 を 産 ん だ 多 くの 女 性 が 住 ん で い た 地 区 は 、 流 動 が と て も激 しか っ

た こ と を指 摘 す る(Frazier1932:194-6)。 この こ と は 、 彼 女 ら に シ カ ゴ で 住 ん だ こ と の

あ る 場 所 を 挙 げ て い っ て も ら う こ と で 明 らか に な っ た 。 つ ま り、 非 常 に そ の 場 所 が 多 い の

で あ る 。 あ る 未 婚 の 母 親 は 、 シ カ ゴ に6年 間 住 ん で い た 。 何 度 も 引 っ 越 し て い た の だ が 、

何 と か 思 い 出 す こ とが で き た の は 次 の 場 所 だ け で あ っ た。 「29番 デ ィ ア ボ ー ン ス ト リー ト

(DearbornStreet)、 ア ル ダ イ ン ス ク エ ア(AldineSquare)、41・ 番 サ ウ ス パ ー ク ウ ェ イ

(SouthParkway)、48番 ヴ ィ ンチ ネ ス(Vincennes)、60番 ス テ イ ト(State)、47番 ワ バ

ッ シ ュ(Wabash)、49番:デ ィア ボ ー ン(Dearbom)、115番 キ ン ジ ン グ ト ン(Kinzington)」 。

フ レ イ ジ ア に よ れ ば 、 黒 人 大 衆 に と っ て 、 こ の よ う に 流 動 が 激 しか っ た こ と は 、 安 定 した

生 活 を 送 る 上 で 妨 げ に な っ た の だ とい う。

親の権威の喪失

南部の田舎のコ ミュニティでは、親の権威がよ く保たれていた。だが、多 くの家族遺棄

のケースの ように、シカゴではそのような権威 は往々にして失墜 していた。2年 間自分の

家族 を遺棄 したある労働者は、彼の家での権威 を取 り戻すために家庭裁判所に助けを求め

たのである(Frazierl932:170-1)。

フレイジアによれば、黒人少女たちの乱れた性行動の背景の一つには、行動を規制する

親の監督が不十分であったことがあるとい う(Frazier1932:199-201)。 つ まり、母親が

出稼 ぎに行 って昼間家 にいない とい うのが原因の一つであるという。第三ゾー ンに住 むあ

る非行少年の父親は非熟練業に就いてお り、そ して母親は 日中仕事 をしていた。 日中にほ

とん ど父親 も母親 もいないので、親子の間で共通の関心 をは ぐくみ、共通の経験 を共有す

ることが不十分になる とフレイジアは指摘 している。

4社 会心理学 状況の定義と生活の図式化

シ カ ゴ学 派 社 会 学 の な か に 「社 会 心 理 学 」 の 分 野 を確 立 させ た の は 、W.1.ト マ ス で あ

る と言 わ れ て い る(藤 澤2001){81。 フ レ イ ジ ア も ま た 、 社 会 レベ ル と個 人 レベ ル の 双 方 に
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おいて、いかに状況を定義 し、解体か ら再組織化へ と向かってい くかについて考察 してい

る。た しか にフレイジアが シカゴ大学で博士号取得の コースを開始 した とき、すでに トマ

スはシカゴ大学を去っていた 噛。だがフレイジアもふ くめその後の シカゴ学派の研究者に

大 きな影響力を持ちつづけていた(cfPlatt1991:87)。 フレイジアは、南部か ら都市 に

移住 した黒人がいかに状況を定義 し、生活を図式化 しようとしたかという社会心理学的な

側面について も描いている。それについて順に見てい くことにする。

人生の 「意味」

フレイジアは、都市生活が人々の生活(人 生)の 「意味」 に与 える影響を考察 しようと

す る。黒人たちは南部の農村では、 自分の所属す るコミュニティのなかで特定の地位 を占

め、友人 とのつなが りを保っていた(Frazier1932:74-80)。 だが、彼 らは都市へ移動す

ることでその ような地位やつなが りを失って しまう危機にあった。都市では、共同体の コ

ントロールか ら解放される一方で、都市生活のフォーマルで インパーソナルな人間関係の

なかで寂 しさを感 じることも多かった。 また、衝動的に放浪 した り、押 さえられない欲望

に身を任せて犯罪に手 を染める者 も多かった。そ して最初 は魅力的であると感 じていたは

ずのシカゴに幻滅 してい く者 も多かった。友人や家族 と離れ離れになって感 じる幻滅は、

「ブルース(blues)」 の主題 として もあ らわれている。そのブルースの多 くには、都市 に

圧倒 されるなかで忘れて しまった家族の親密なつなが りへ立ち返ろ うとす る心意気 もあ ら

われている。 この ように して黒人たちは都市生活の幻滅 と解体 を経験する。やがて、黒 人

は生活に対 して新 しい考 えを持つ ようになる。奴隷制の時代 から黒人のあいだに存在 して

きた古 い伝統的な考えは消 え去 っていったのである。

南部の田舎 と都市における 「意味」の違いの例 として、 フレイジアの考察す る私生児の

事例か ら 「結婚」の意味す るものについて見てみよう(Frazier1932:189-90)。 私生児 を

産んだ未婚女性のほとんどは、婚前の性関係 などあ りふれていた南部の田舎からや ってき

ていた。 しか し婚前の性関係 をもつ ことは、単調 な田舎の コミュニテ ィにおいては、異 な

った 「意味」 を持 っていた。 というのは、南部のほとんどのコ ミュニティにおいて、性関

係 を持つ ということは 「結婚」を意味 していた。 たとえ 「結婚」 とい うことにはならな く

ても、で きた子 どもは家族集団の一員になったのである。一方、都市 における 「結婚」 と

〔尉 「状況の定義 」概念 を中心 に して
、社会 レベル と個 人 レベ ルの双方 における解体 と再組織 化をめ

ぐる概念間関係 については、藤澤(2001:97)の 図 を参照。
〔91トマ スが シカゴ大学 を去ったの は1918年 であ り

、フ レイジアが シカゴ大学 にや って きたのは1927

年であ る。
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は、フォーマルな法手続 きを踏むことによって初めて成立す る。当時、私生児 を産む こと

は 「逸脱」とされていたため、家族における愛情面では問題が なかった ものの、逮捕 を逃

れるために 「結婚」をしたケースもあった(Frazier1932:190-3)q`P。

パ ー ソ ナ リテ ィ

か つ てH.ブ ル ー マ ー は トマ ス と ズ ナ ニ エ ツ キ の 『ヨ ー ロ ッパ と ア メ リ カ に お け る ポ ー ラ

ン ド農 民 』 の 評 価 を お こ な う なか で 、 社 会 的 パ ー ソ ナ リテ ィ論 を構 築 す る こ と は、 社 会 心 理

学 が 果 た す べ き一 っ の 重 要 な 目的 で あ る と述 べ て い る(Bl㎜erl939[1979】 ・1983:201)〔1"。

ブ ル ー マ ー に よ れ ば 、 『ポ ー ラ ン ド農 民 』 に お け る パ ー ソ ナ リテ ィの 図 式 は 、 「トマ ス と ズ

ナ ニ エ ツ キ が 変 動 と再 組 織 化 の 過 程 に あ る 社 会 に 適 し た 社 会 理 論 の 類 型 を 開 発 す る と宣 言

した 意 図 に 、 よ く適 っ て い る 」 と い う(Blumer1939[1979】=1983:207)。 なぜ な ら ば 、 ト

マ ス らの パ ー ソ ナ リ テ ィ論 は 、 個 人 と 集 団 との 相 互 作 用 を あ らわ す 図 式 が 見 られ る か ら で

あ る。 ブ ル ー マ ー は 次 の よ う に述 べ て い る。

社 会生 活 は進行 中 の過 程 と考 え られ る。 パ ー ソナ リテ ィは、 この 生活 の 変化(movement)と

い う観点 で眺 め られ る。 それ は動 態 的 な次元 で な され る。 つ ま り、 個 人 は、行動 す るた めに組 織

化 の特性 を 自分 の環境 か ら絶 えず 選択 す る仕 事 に携 わ らなけれ ば な らない。こ うした特性 のlllで、

彼 の仲 間た ちの 要請 や規 則が 第 一義 的 な重要性 を持つ 。 それ らを規 定す るこ とが彼 に一 連の 図式

や 態度 の組 を生ぜ しめ る。(Bl㎜er1939[19791=1983:206)

それではフレイジアが描いている、都市 にすむ黒人のパー ソナリテ ィについて見ていこ

う。 トマスのパー ソナ リティ論 について言及 していることからも分かるように、フレイジ

アは トマスのパー ソナリテ ィ論 における個人 と集団 との相互作用の考えを生 か している。

人々の 「意味」 は、人々のパー ソナ リテ ィを形成 し、 またそのパー ソナ リテ ィが人 々に

"。[フレ イ ジア は 家 族 遺 棄 か ら も生 活 の 意 味 につ い て探 ろ う と して い る
。 そ れ に際 して 、 裁 判 所 に 残

っ て い る家 族 遺 棄 の ケ ー ス記 録 だ け で は、 人 々 の 生 活 、 態 度 、 願 い 、 そ して 人 生 に 対 す る考 え につ い て 知

る こ とは で きな い と考 え た(Frazierl932:164-5)。 そ こで フ レイ ジ ア は個 人 的 ドキ ュ メ ン トない し ケー ス

ヒス トリー法 を用 い て分 析 して い くの で あ る 。
川レシ カ ゴ学 派 の流 れ の な か で 社 会 心 理 学 につ い て 扱

っ た 人物 に ゴ フ マ ンが い る 。 た だ し、 ゴ フマ ン

に よれ ば 、 『ヨー ロ ッパ と ア メ リ カ にお け る ポ ー ラ ン ド農 民 』 は、 ゴ フマ ン自 身 よ り もブ ルー マ ー へ の影 響

の ほ うが 強 か っ た と指 摘 して い る(Verhoebenl993:321)。 ゴ フマ ン 自 身 は 、 パ ー クや ヒ ュー ズか らの 影

響 を認 め て い る が 、 トマ ス や ブ ルー マ ー か らの 影響 に つ い て は(彼 らか ら の 引 用 をお こ な っ て い る に も か

か わ らず)あ ま り認 め て い な い 。 ゴ フ マ ンの 指 摘 を どの よ う に と ら え るか に も よ るが 、 シ カ ゴ学 派 の な か

で も、 ミー ド、 パ ー クか らブ ル ーマ ー へ の 社 会心 理 学 の 系 譜 と、 パ ー クか ら ヒュ ー ズ、 ゴ フ マ ンへ と流 れ

る社 会 心 理 学 の 系 譜 の 違 い につ い て も 一つ の 課 題 とな り うる 。
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「意味」を与 えたのである。

シカゴ学派の一つの伝統 として、「マー ジナルな もの」に 目を向けるとい う視点があ る

(Plummer1983=1991:87-9)。 初期 シカゴ学派のエスニ シティ研究 につ いて概観 したS.パ

ー ソンズが指摘す るように、 フレイジアはパー クのエスニ ック ・サ イクル(競 争 ・闘争 ・

応化 ・同化)を 念頭 に置 きなが らも、「社会的同化」 されつ くされることのない黒人を描

き出した(Persons,S.1987:106)q2〕 。このようなマー ジナルな立場 にいる人々について

見てみ よう。

た しかにフレイジアに よれば、都市の黒 人のパー ソナ リティには、奇妙 な変化が起 こっ

ていた とい う(Frazier1932:83-4)。 た とえば、 ミシシッピーか らシカゴにやって きたム

ラー トの女性 は、た とえ南部の同郷出身者で も、黒人が彼女を訪ねて くるのは嫌だ と話 し

ている。また彼女の夫は、北部では経済的な理由か ら白人 として生活 していて、南部では

有色人種の仲間とかかわ りを持 っていた。南部か らやって きた黒人たちは、 シカゴのよう

な大都市の見知 らぬ匿名の世界で生 き残 り、居場所 を見つけようと努力 した。そのなかで

彼 らは、マージナルで奇妙 な役割 を担わ されたのである。

もうすこし逸脱論にひ きつけた事例 を見てみよう。次に取 り上げるのは、社 会事業所 も

裁判所 もあま り注 目しなかった一つの例外的なケースである(Frazier1932:176-7)。 そ

のケースのある若い男は、教養があ り、文化的背景を持った家族の出身であった。 さらに

大学の友愛会やその他黒人コミュニティの組織で高い地位 を得ていた。彼 は突然、子 ども

一人と妊娠中の妻を残 して姿を消 してしまったのである。そのコ ミュニテ ィはシ ョックを

受けた。そ して誰 も彼が遺棄をはた らいたのだ とは信 じたが らなかった。彼が消 え去 った

のは悪意あっての ことかそれ とも単なる事故か、綿密な調査が行われた。 だが、彼は遺棄

に向けてかな りの準備 をしていたということでその調査は幕を閉 じた。同時に彼は白人 と

して 「パ ス」 していた職場だけでな くて白人集団 ともかな りつ なが りを持 っていたこ とが

分かった。彼 は肌 の色が白かったために、黒人の世界 と白人の世界とい う二つの違った世

界を自由に行 き来することができた。そのおかげで どちらの道徳的拘束も受けることな く、

一方か ら一方へ と好 きなように逃げるこ とが出来たのである。彼が黒人集団 と持っていた

関係は、放浪人 もしくはス トレンジャーの関係 その ものであった。彼は、慣 習や敬慶 さ、

そして慣例 などによる拘束を受けていなかったのだ と言える。

また、古 い世代の黒 人たちは、自分たちの集団の道徳的ない し文化的利益を注意 しなが

q21吉 田 ・寺 岡(1997:112)で 指 摘 され て い る よ う に
、 パ ー クの エ ス ニ ッ クサ イ ク ル に お け る 「同

化」 の 概 念 につ い て は充 分 な検 討 が 必 要 で あ る。
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ら守 ってきた(Frazier1932:83-4)。 だが、彼 らの子 どもたちは、 シニカルにこれらの価

値 を清教徒主義的であるとか、 もしくはフィリステ ィンであると呼 んでいた。古い世代の

黒人たちが聖なるもの と見な していた ものに対す る愛着(sentimentalattachment)が 無

くなってい くことは、知的な もしくは芸術的な伝統の始 まりをあらわ していたことも多か

った。つま り、都市の世界 とは、伝統の創造者であると同時に破壊者で もあったのである。

すでに指摘 されて きているように、古い規準か らの逸脱は、社会生活の変動の契機 となり

うる(cf宝 月1990:274-5)。

都市 における合理化

ジンメルの都市論以来、都市で生活す る人々が 「合理的」に物事 を考える傾向にあるこ

とは指摘 されて きた。こうした都市論では、都市における人々の傾向は、都市以外の小さ

な共同体における人々の傾向 と対比 される。

フレイジアの場合、都市 と対比 される都市以外の小 さな共同体 とは、多 くの黒人が もと

もと生活 していた南部の田舎の コ ミュニテ ィにあたる。南部の田舎のコ ミュニテ ィでは、

人 々の行動は多かれ少 なかれ教会や結社(lodges)に よって コン トロール されていた。そ

して善悪にかんす る考え もコ ミュニテ ィの慣習によって決め られていた。だが、都市に移

住後、単調なあ りきた りの生活から解放 されるようにな り、そ して葛藤する規準や都市の

変容す る行動様式 と接触するにつれ、自分の行動 について考え始めるようになる。そ して、

行動は 「合理化 ・(rationalization)」 されるのである。それは伝統的な善悪の考 えとは矛

盾するものであった(Frazierl932:166)。

そのような例 として、テキサス生 まれで、 シカゴにやって きてか ら夫に遺棄 されたある

女性について見てみよう(Frazier1932:166-8)。 その女性は夫か ら遺棄 され、 シカゴで

自分は一人ぼっちだ と気づいた とき、「彼氏」 を作 ることで、W.1.ト マスの言 う 「応答を

求める願望(wishfbrresponse)」 を満たそうとした。そ うしてで きた彼氏 と親 しくなっ

た。「彼 は清廉かつ正直な紳士 で、女性の扱い方を知っています。 もしそ うでなかった ら、

彼 と何 もかかわ りを もつことはなかったで しょう」 と彼女は話す。そ して、次第に通常か

らは外れた性関係 を持つ ようになった。このことを彼女は隠 したが った。 しか し彼女は、

自分 自身に対 しては自分 の行動 を合理化 し、正 当化 しようとした。た しかに彼女は離婚を

認めるこ とはできなかった。そ して金のために 自分 自身を売 るなどとんで もないことであ

った。彼女は 「そのように育て られて」はいない。「私 は真面 目な女の子 として育て られ

ました」 と語る。 しか しなが ら、愛す る 「きちんとした」男 と性関係 を持つのはまた別で

あると考えようとした。 それが果た して正 しいのか間違っているのか彼女自身は分からな
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か っ た 。 だ が 彼 女 は 「合 理 化 」 を 行 っ た 。 「こ ん な古 い 諺 が あ りま す 。 『操 行 の 良 い 二 人 は

お 互 い を汚 さず(Twocleansheetscannotdirtyeachotherup.)』 っ て 。 も し二 人 は 愛 し

合 っ て い る な ら ば 、 誰 で も 自 分 た ち の 思 う よ う に で き る権 利 が あ る の で す 」 と 、 彼 女 は こ

う話 す に ま で 至 っ た 。

願 望

トマスは 『不適応少女』(1923)の なかで、「4つ の願望」 として知 られる有名な概念を

定式化 した。その4つ の願望 とは、「新 しい経験 を求める欲求」、「安全を求める欲求」、「応

答を求める欲求」、「認知 を求める欲求」であ る(Thomas1923:4)。 これ らは トマスに

よれ ば、「社会の中に自分が受け入れ られて初めて満た されるような多種多様な願望」 の

一般的なパ ター ンである(Thomas&Znaniecki[1918 -20】1974:72=1983:67)q3)。

フ レイジアの シカゴ学派 に 「社会化」 され る上で 「重 要な他者」 となったパー クは、

「社会的実験室 としての都市」(1929)論 文において、以下のように述べている。

都市 の 自由 の中 では、 どん なに風 変わ りで あろ うとあ らゆ る個人 が、 各 自の個性 を伸 ば してそ

れ を何 らか の形 で表 現 で きる環境 を、 どこか で見つ け出す。 もっ と小 さな小 さな コ ミュニ テ ィで

も異常 さが 許容 される こ とが 時 には あろ うが 、都市 の場 合、 そ れが報 酬 を もた らす こ とさえ しば

しばあ る。 あ らゆ る種 類 の個 人 天才 ばか りで な く犯 罪者 や 浮浪 者 もまた が どこか で

気 の合 っ た仲 間を 見つ け出せ るこ と、 しか も家族 の よ うな親密 な交 際圏 内や小 コ ミュニ テ ィの狭

い 領域 内 では抑圧 され た願望 が、 残 らず どこかで表 現 され る こ とにな る。あ りとあ らゆ る形 を と

って現 れ る人 間の本性 を、都 市 は強化 し伝播 し宣伝 す る。都 市 がお もしろい もの に なった り、 ま

た 時 に魅 惑 的 に さえな るの は、 ま さに これ らのおか げ なの だ。 しか し他 方、都 市 が他 の どこ に も

ま して 、 人間の心 の 秘密 を発 見す る のにふ さわ しい場所 で あ り、そ れゆ え人 間の 本性や 社 会 を研

究す るの にふ さわ しい場所 で あ るの も、 この ためで あ る。(Park1929=1986:35)

フ レイジアはシカゴサウスサ イ ド黒人コ ミュニテ ィを 「自然地域」 として とらえ、そこ

に立 ち現れる 「人間性」 について も描 こうとした。その一例 として、先ほどのテキサス生

まれで、 シカゴにやって きてか ら夫に遺棄 されたある女性が 「応答を求める願望」を持つ

ようになったプロセスについて もう少 し詳 しく見てみ よう(Frazier1932:166-8)。 その

1131『ポ ーラ ン ド農民 』の 第… 部にお いては
、3つ 目の欲求 は 「支 配を求め る欲求」 となってい た。

『不適応 少女』 にお いて は、「支 配を求 める欲求 」のか わ りに 「応答 を求 める欲 求」 が定 式化 されて いる

(c£藤～睾1997:170)
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女性 の話 を聞 くと、彼女の母親 もまた遺棄 されていたのである。母親が亡 くなった後 も、

自分が聖歌隊に属 していた教会 とかかわ りを もち続けた。彼女は、前妻をきちんと扶養 し

たことで知 られていたや もめの男 と結婚 した。そのため、彼女は働かずにすんだ。夫 とな

ったその男は食堂車の ウェイ ターで、や は りよ き扶 養者 となって くれた。だが、「どの女

も彼 には充分ではなか った」。彼は一度 に何週 間も家を空け始め、ついには彼 はシカゴの

どこかに消えてしまった。それで彼女 は自分の生計 をどの ように立てたらよいか考 えなけ

ればならなかった。そ して彼女 はとあるホテルに職 を見つけた。 しか しそこの客の男たち

は立居振舞いか ら話す言葉か ら何か ら何 まで 「ひどい」 ものであった。彼女は 自分の生活

が抑圧 されるのを感 じた。そ して彼女はその職場 を立 ち去 った。後に、彼女は別の場所で

職を見つけることになる。 しか し、また同 じような理由で職 をやめ ざるを得なかった。 さ

らに、だんだん と、彼女は教会 とのかかわ りを失 ってい く。なぜな ら他のメンバー と同 じ

くらいきちんとした服装ができな くなり、会費も払えな くなったか らである。彼女は次の

ように話 している。「2、3週 間前、通 りで牧師に会い ました。彼 は、たとえおさめるお

金がないに して も、教会に来なくてはいけません よ、 と言い ました。ですが、私はお金 も

お さめ られないのに行 くのは嫌 なのです」。 このようなプロセスの後、彼女は寂 しさをつ

の らせるこ とになる。彼女 は空虚な都市で 自分は一人ぼっちだ と気づ いた とき、「彼氏」

を作 ることで 「応答を求める願望(wishfbrresponse)」 を満たそ うとしたのである。そ

うしてで きた彼氏 と親 しくな り、因襲か ら外れた性関係 につ いて も 「合理化」 をお こなっ

ていったのである。

5文 化学習論

文 化 学 習 論 は 、 「逸 脱 は 学 習 さ れ る 」 と と ら え る もの で あ る 。 そ して 犯 罪 者 が 適 法 行 動

よ り も 違 法 行 動 に 同 調 す れ ば 報 酬 を 与 え る 社 会 シ ス テ ム に 組 み 込 ま れ て い る と す る

(LaFreel998=2002:96)。 こ の 文 化 学 習 論 の 考 え 方 は 、 ス ラ ッ シ ャ ー の 『ギ ャ ン グ 』

(1927)や シ ョ ウの 「ジ ャ ッ ク ・ロ ー ラー 』(1930)に も見 ら れ る。 こ の 理 論 は そ の 後 、 差

異 的 接 触 論(differentialassociationtheory)と して サ ザ ラ ン ド(EdwinHardin

Sutherland)や ドナ ル ド ・ク レ ッ シ ー(DonaldRayCressey)(と さ らに そ の 弟 子 た ち)

ら に よ っ て 展 開 され て い く こ と に な る 。

フ レイ ジ ア に よれ ば 、 逸 脱 の 学 習 は 、 コ ミュ ニ テ ィ内 の 安 定 した 地 域 よ り も解 体 地 域 の

ほ う が よ り容 易 に な さ れ た 。 解 体 地 域 の 逸 脱 少 年 は ギ ャ ン グ 集 団 とか か わ っ た り、 両 親 の

犯 罪 を 見 て 育 っ た り し た 。 また 、 都 市 で は 活 字 の 読 み 物 が 、 性 行 動 に 影 響 を 与 え る こ と も
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あった。それではこれらについて順 に見てい くことに しよう。

解体地域における逸脱パターン

すでに見て きた ように、少年非行が集中していたのは、黒人コ ミュニティのなかでも退

廃 と社会解体が進んでいた地域である。黒人集団のなかでも特 に慣習 による社会的 コント

ロールが衰退 している傾向にあったこれ らの地域では、 とりわけ多 くのいわゆる 「欠損家

庭」 において家族の規律が見 られなかった(Frazier1932:211-2)。 そ して比較的よ く組

織化 された家族です ら、子 どもたちの行動 を拘束する力の多 くを喪失 していた。多 くの少

年 は他の少年やギ ャングか らこれ らの地域の特徴であ った非行行動のパ ター ンの影響 を受

けていた。多 くの黒人が住 まわざるを得な くなった地区で 「伝統」 となって しまった、良

か らぬ非行の行動パ ター ンは、安定 した家族にも影響 を与えることが多かった。伝統ある

よき家族 に生 まれたある黒人のソーシャルワーカーは、その コミュニテ ィが妹たちに与え

た悪徳的行動の影響 について次の ように語 っている。彼女の妹の うち一人は実際に非行に

走った。

私 た ちの近 隣の 人 口密 度が よ り高 くな り始 め た と き、 白人 の遊 び 人た ちの 「歓楽 街」 と して 知

られ る よ うにな りま した。 都市 が膨 張 して い くにつ れ、 その 人 々は よ り遠 方へ と押 しや られ て い

きま した。 それが 都市 の縁 に まで達 した と き、彼 らは この近所 に住 む こ とが容 認 され ま した。私

の母 が外 出 して い る とき、私 の妹 た ちは売春 婦 の よ うな格 好 を して、 タバ コを吸 い、 さ らに毒づ

い た り して売 春婦 の言 葉 を真似 し よう とさえ してい ま した。(Frazier1932:212)

さらに、退廃地 区の少女 たちは、「逸脱 した」性行動にかんする知識を容易に学 び得 る

環境にいた とフレイジアは指摘する。未婚の母 となったあるテネシー生 まれの少女の例 を

見てみ よう(Frazier1932:194-8)。 その少女の話 を見てい くと、その場所 の近隣の様子

をい くらか知 ることができるのである。彼女はテネシーで生 まれ、 しば らくセ ントルイス

で過 ごした後、 シカゴに6年 間住んだ。彼女は髪が長かったため、セ ン トル イスでは彼女

はインデ ィアンの血が流れてい ると考えられていた。彼女は弱冠4歳 の ときにもうステー

ジで踊 っていた。 シカゴにやって きてからも、彼女はサ ウスサ イ ドの安劇場 で踊 りつづ け

た。シカゴでは29番 ディアボー ンに住んでいた。だがそこは 「今まで見た中で最悪の場所」

だと彼女は言 う。学校 に通 う子 どもたちはナイフや銃 を持ち歩いていた。彼女 も毎 日の よ

うに男 につけまわされた。彼女 も父親 も襲われて金 を奪い取 られた。小 さな子 どももよく

殺されていた。そ して彼女には義理の 「い とこ」がいた。彼女はそのいとこを自分の弟や
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妹以上にかわいがった。彼女はこのいとこの住 まいで 「男友達」 と出会った。 その家 は第

三ゾー ンの端の方にあった。だがそのい とこの住 まいのある建物 は 「ひどい」 ものであっ

た。そこは女性の同性愛者のたま り場で、売春 も行われ、夜はかなり騒々 しかった。 この

ような環境 に育 ったために、 この14歳 の早熟 な未婚の母親は、アブノーマルなセ ックスや

その他悪徳 にかんする知識が豊富であった。 このことはこの地域の道徳的退廃の程度を反

映 していた。そ してこの未婚の母 になるという経験 は、この地域の特徴 と並行 してさらな

る退廃への前奏曲にす ぎないこともしばしばであったのである。

ギャング集団

退廃地域においては、地域や親の コン トロールが充分に働いていなかった。 そのため、

何 らかの逸脱パ ター ンは容易に引 き継がれていった。ある非行少年の家族が シカゴで住ん

でいた地域は、長い間、悪徳 と犯罪がその特徴 であった(Frazierl932:215-6)。 その地

域はか な り衰退 してお り、この地域 の黒人のほとん どは安 アパー ト、荒廃 した共同住宅、

ない しは木造の建物 に住んでいた。この家族が シカゴに住んでいた5年 とち ょっ との問に、

同 じ地域内で彼 らは4回 も引越 しを した。引越 しのたびに少年は転校 を強いられることに

なった。 この地域 の家族の大 きな特徴は、何度 も引越 しを繰 り返すこ とであった。魅力的

な家庭環境 とは程遠 く、少年たちはほとん どの時間をス トリー トで過ごした。すでに見て

きたように、 この地域はあ らゆ る形態の近隣組織や共 同生活 を欠いていた。少年は最初、

遊び仲間の一員になった。後にその地域の組織化 されたギ ャングに加入 し、 これ らの集団

の特徴 となってい る非行行動のパター ンを引 き継 いでいった。少年の母親 も、少年をギャ

ング集団か ら身を引かせ ることはで きなかった。次の ように話 している。

一緒 に駆 け巡 る一 団の 少年 た ちが いて
、私 た ちは息 子 を彼 らか ら脱退 させ る こ とはで きない で

いる ので す。 彼 が 言 う には、G-C一 団 には誰 もが 尊敬 す る統 率 者が い る とい うこ とです 。息 子 の

M一の話 で は、 そ の統 率 者 は手下 を従 え て店 に行 くので す。 そ して店 員 の と ころ に行 って 話 して

い るす きに、手下 た ち は好 きな もの を万引 きす るので す。それ が うちの 息子 が入 って い る一団 で、

す ぐに彼 にやめ させ るの は容 易 では あ りませ ん。(Fraz孟er1932:216)

両親の逸脱パ ターン

悪徳 と犯罪で満ちていた第三ゾー ンでは、少年非行はこの地域の特徴であった犯罪行動

ばか りでなく、家庭内の両親の犯罪行為 を反映 していることもあった。ある10歳 の少年の

ケースを見てみよう(Frazier1932:216)。 彼 は 「母親の手に余 る」 とい う理由で、1924
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年 に初めて母親によって裁判所に連れてこられた。その約1年 前 には、少年の義理の祖母

が少年の母親 を、少年の扶養放棄 と反道徳的行為 を理 由に裁判所 に訴えていた。1924年 に

少年の不登校、 さらに家族遺棄の結果 として、少年は問題児収容施設(parentalschoo1)

に拘留 された。1927年 、少年が13歳 の とき、窃盗のかどで裁判所 に告訴 された。 この少年

は以前 に も、仲間三 人 と数 回にわたって非行行動 をおこ ない、2回 ク ック郡 立少年院

(CookCountySchool)に 、さらに何度かシカゴ問題児収容施設に拘留 されたことがあっ

た。

フレイジアは続 けて、少年の家族背景について見てい く(Frazier1932:216-7)。 その

短い事実の物語を見てい くと、少年の非行、そ して後の犯罪 キャリアが、彼の母親 と義理

の父親の行動 に影響 され展 開されて きた様子 を知るこ とがで きる。 少年の父親 と母親 は

1911年 にニューオー リンズで結婚 し、そ して1913年 にシカゴにやって きた。翌年にその少

年は生 まれた。家族が都市 に移住 してす ぐに、父親は建設会社に職 を得た。父親が病気 に

なったとき、母親は洗濯 とアイロ ンがけなど昼間仕事 をすることになった。母親は少年 を

彼の育ての祖母に預けた。父親が病気か ら回復す ると、祖母 は子 どもの扶養のために10ド

ルを彼が支払 うように求め、そ して裁判所命令を得た。 しか し父親は家族に対す る責任 を

果たそうとせず、 シカゴか ら立ち去って しまった。1923年 、父親 は療養所に送 られる。そ

して家族に一銭 も残す ことな く3月 に亡 くなった。その次の年、母親は再婚 した。彼女は

自分で仕事 をせ ざるを得な くなってまもな く、麻薬を売った り、その他の犯罪行動に走 る

ようになった。彼女に してみれば、それほど手間をかけることな く、よ り多 くの金 を手 に

入れることがで きる手段 を見つけたのだ と言える。彼女は、警察の規制 によ り麻薬取引が

で きな くなった とき、警察か ら逃れるために全国を転 々とした。 だがその後ついにシカゴ

で逮捕 された。 しか し彼女の話 によれば、多額の金 を払 うことで投獄 されるのを逃れた。

それか ら彼女は酒 を売 り始めた。だが これ もまた警察の規制でやめざるを得 なくなった。

そ して次に彼女 は 「ポリシー(policy)」 を売 り始めた。ポリシー とは、黒人コ ミュニティ

のい くつかの地区で人気のあった くじの ことであった。少年 もポリシー を売 る母親 を助け

ることで、母親の犯罪 にかかわっていった。母親 は、少年が大 きくなって犯罪をうまくや

り遂 げ、捜査の 目を逃れるようになるまで待 とうと考えていたのであった。

活 字

さ らに は 、 都 市 で は 出 版 物 が とて も重 要 な 役 目 を 果 た して い た(Frazier1932:198-9)。

読 み 物 は 、 彼 女 らに と っ て セ ッ ク ス の 知 識 を得 る の に 役 に 立 っ て い た の で あ る。 た と え ば

「『ラ ブ ス トー リ ー(Loひ ε醜or`es)』 、 『本 当 の 話(TrμeS彦or`es)』 、 『情 事(LoひeA1アbかs)』 、
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『真実の告白(TrμeCoη1壱ss`oηs)』 そして 『お とぎ話(Fα 〃ッ71αZe8)』」 とい う雑誌 を読ん

でいた とい う少女 の言 うことは他の少女 とも共通 していた。ある少女が 自分の生活史を語

る際、これ らの雑誌の一つに載 っていた、未婚の母 とその子 どもに焦点を当てたあるス ト

ー リーを思 い起 こしていたのは特筆すべ きこ とである とフレイジアは言 う。

6ま と め

以上の ようにフ レイジアは、人間生態学 と個人的 ドキュメン トの方法を用いなが ら、黒

人コ ミュニテ ィにおける 「逸脱論」 を展 開 している。人間生態学 と個人的 ドキュメン トと

いう2つ の方法 は、逸脱論における社会解体論、(ト マス流の)社 会心理学、文化学習論

とい う理論へ と生かされていったととらえることがで きるのである。 これらの視点は相互

補完的である(た とえば、フ レイジアに したがえば、解体が進んだ地域では、逸脱が学習

されやすい心理 を産みやすいと言い得る)。 これ らの視点 には、フ レイジアが社会化 され

た 「シカゴ学派」のハ ビ トゥスが よくあ らわれていると言えるq%

ところで フレイジアが述べてい るい くつかの逸脱の背景は厳密 な形で実証 されてい るわ

けではない。そ して理論 自体 もそれほど洗練 されているものではないかもしれない。 しか

も、「親密圏」 と呼ばれ るものが多様化 した現在の社会、そ して構築主義の洗礼 を受けて

きた現在の家族論 からすれば、い ささか単純 な議論に見えるか もしれない。つ ま り、「ふ

つ うの家族」像を設定 し、「私生児」、「未婚の母」、「家族遺棄」な どを 「逸脱」現 象 とし

て扱い、 これちの現象を社会解体の度合いを表す指標 として用いていることにかん しては

現代の視点か らす ると議論の余地があ るか もしれ ない。 さらには、「黒人」社会学者が、

黒人の 「逸脱」 について語ることはどのような意味を持っていたのであろうか。

フ レイジアが シカゴ大学 で学 んだ当時には、 「黒 人」の研究者 はフレイジアのほかに、

チャールズ ・S・ ジョンソン、ウ ィリアム ・0・ ブラウン、バー トラム ・W・ ドイルとい

った人々がいた。黒人は 「友達」であると考えていたパークの指導の もと、そこには 「研

究 を行 うにふ さわ しい学問的雰囲気」が漂っていた とい う(Persons,S.1987:111)。 黒

人の研究者 とはみな 「社会改良主義」者であるというイメージを打破す るため にも、当時

の シカゴ大学で広が っていた 「科学主義」 は、フ レイジアにとって好都合であった。 さら

に、黒人たちのアメリカでの 「逸脱」行動 には、 アフリカ時代の影響(つ まり固有の人種

u4'フ レ イ ジア は パ ー ク に対 して まっ た く違 和 感 を覚 え た こ とが な か った わ けで は な い にせ よ(Hall

2002:57)、 「パ ー ク の最 良 の学 生 」 と 言わ れ て い た(Edwards1968:xvi;Persons,S.1987二74)。
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としての影響)は ないのだ とい うパークの考え、 さらにその考えをもとにショウらが展開

した研究 は、フ レイジアに とって黒人に対す るイメージを打破す る上でかな り役立つ もの

であったのである(cfPlattl991:137)。 パークらの人間生態学による視点で、黒人 コミ

ュニティで起こっている 「分化」 を説 き、貧困黒人の解体 ない し「逸脱」の様子 と同時に、

上層黒人の組織化の様子をクローズア ップ させる手法は、保守志 向であると指摘 できるか

もしれない。 しか しそれらは、黒人大衆、そ して黒人である自分に対す るイメー ジへの、

あ くなき挑戦 であった ととらえられるのである。

もちろんモノグラフの妥当性 を、その著者の社 会的背景から判断す ることはで きない。

しか し、著者の社会的背景 は、そのモノグラフとそこで展 開されている議論 を理解する上

で重要な もの となる。 リュ ック ・ボル タンスキー(LucBoltanski)は 次の ような言葉 を

残 してい る。 「科学論 文にも、文学作 品同様、つねに著者の社会的軌跡の痕跡が留め られ

ている」 と(Winkin1988=1999:15)。 「シカゴ学派」 に対する思い入れは、フレイジア

自身の挑戦のあらわれであったのか もしれない。
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E. F. Frazier's Theory of Deviance

Tomoyuki NISHIKAWA

     This paper seeks to reveal E. F. Frazier's theory of deviance. Though Frazier's 

works are rarely found in recent criminological theory texts, Frazier, as some 

researchers have mentioned, made many significant contributions to criminology and 

to sociology in general. 

     Frazier, who was an African-American sociologist, was trained at the University 

of Chicago at the time of its "Golden Age." Under the influence of prominent teachers 

he was trained in the Chicago School of Sociology, and received a doctoral degree in 

Sociology at the University of Chicago in 1931. The Negro Family in Chicago is based 

on his doctoral dissertation. Frazier used ecological analysis and personal documents, 

which are two methodological tools of the early Chicago School, to study the "Negro" 

Family. 

     We have found that Frazier's theory of deviance contain the perspectives of 

social disorganization, social psychology, and social learning of deviance. Regarding 

social organization, we examine deteriorate areas, mobility, and loss of parental 

control. As for his social psychology, we examine the meanings of life, personality, and 

rationalization. In the perspective of social leaning of deviance, we examine the 

pattern of deviance, the gang, the influence of parents, and reading materials. These 

perspectives are traditions of the Chicago School. Though some of the methods Frazier 

applied seem a bit naive by the standards of modern sociology, Frazier's theories of 

deviance contain many significant sociological resources. Following the sociological 

attitude of R. E. Park, Frazier studied the "Negro" Family not from a "social problems" 

approach, but from a "sociological" approach, which presents a scientific and fruitful 

analysis. Recognizing that a systematic study of the Negro family did not exist, he 

tried to give authentic information on Negro life.
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